
　

9
月
27
日（
土
）の
16
時
よ
り
、『
桜
田
門
外
ノ
変
』映
画

化
支
援
の
会
事
務
局（
三
の
丸
庁
舎
）に
て
、ロ
ゴ
マ
ー
ク

の
選
考
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

8
月
26
日
か
ら
9
月
25
日
ま
で
の「
支
援
の
会
の
ロ
ゴ
マ

ー
ク
募
集
」に
つ
い
て
、
北
は
青
森
か
ら
南
は
沖
縄
ま
で
、

全
国
か
ら
一
〇
三
点
も
の
作
品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

選
考
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
次
の
通
り
で
す
。

　

委
員
長
に
水
戸
藩
開
藩
四
百
年
記
念『
桜
田
門
外
ノ
変
』

映
画
化
支
援
の
会
の
狩
野
安
会
長
。委
員
に
は
、茨
城
文
化

団
体
連
合
会
の
人
見
實
徳
会
長（
茨
城
県
立
歴
史
館
館
長
）

茨
城
県
観
光
物
産
協
会
の
中
山
義
雄
副
会
長（
水
戸
観
光

協
会
会
長
）、財
団
法
人
水
府
明
徳
会
総
務
管
理
部
総
務

管
理
課
の
脇
伸
哉
秘
書（
都
合
に
よ
り
欠
席
）、茨
城
県
商

工
労
働
部
観
光
物
産
課
の
鈴
木
章
一
郎
課
長（
代
理
と
し
て

橘
川
栄
作
氏
）の
皆
様
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

委
員
の
方
々
か
ら
の
ご
提
案
で
、選
考
会
に
は
事
務
局
ス

タ
ッ
フ
も
加
わ
り
、投
票
に
よ
っ
て
優
秀
作
品
六
点
が
選
ば

れ
ま
し
た
。そ
の
後
、水
府
明
徳
会
の
脇
伸
哉
氏
を
通
じ

て
水
戸
徳
川
家
第
十
五
代
当
主
、徳
川
斉
正
氏
の
ご
意
見

も
踏
ま
え
、六
点
の
中
の
一
点
を
最
優
秀
賞
と
い
た
し
ま

し
た
。

　

幕
末
日
本
に
大
き
な
転
機
を
も
た
ら
し
た「
桜
田
門
外

の
変
」の
意
義
が
表
現
さ
れ
、ま
た
、小
説『
桜
田
門
外
ノ
変

』の
映
画
化
へ
の
取
り
組
み
と
、地
域
の
活
性
化
に
大
き
な

う
ね
り
を
創
出
す
る「
支
援
の
会
」の
活
動
が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
に
表
現
さ
れ
た
、躍
動
感
あ
ふ
れ
る
デ
ザ
イ
ン
で
す
。

作
者
は
、神
奈
川
県
川
崎
市
に
お
住
ま
い
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

デ
ザ
イ
ナ
ー
・
望
月
勇
氏
。

な
お
、事
務
局

か
ら
の
特
別
賞

と
し
て
、さ
ら

に
四
作
品
を
選

定
し
ま
し
た
。

表
彰
式
は
、12

月
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

決定したロゴマーク

　

9
月
7
日（
木
）13
時
30
分
よ
り
、
茨
城
県
立
図

書
館
視
聴
覚
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、『
桜
田
門
外
ノ
変
』

映
画
化
支
援
の
会
の
本
格
的
な
活
動
の
ス
タ
ー
ト

と
し
て
、
キ
ッ
ク
オ
フ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「『
桜
田
門

外
ノ
変
』の
映
画
化
と
地
域
活
性
化
」を
開
催
し
ま

し
た
。

　

講
師
と
し
て
、地
域
活
性
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
雑

誌「
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
」の
発
行
人
で
も
あ

る
藤
崎
慎
一
氏
を
お
招
き
し
、「
映
画
づ
く
り
と
地

域
活
性
化
へ
の
期
待
」と
題
す
る
基
調
講
演
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
愛
知
県
豊
橋
市
が
市
制
百
年
を
記

念
し
て
製
作
し
た
映
画『
早
咲
き
の
花
』や
、
静
岡

県
浜
松
市
の
映
画『
天
ま
で
あ
が
れ
』に
か
か
わ
る

「
浜
名
湖
え
ん
た
め
」（
環
浜
名
湖
の
観
光
振
興
を

考
え
る
会
）の
事
例
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。い

ず
れ
の
町
で
も
、地
元
の
市
民
が
様
々
な
形
で
映
画

製
作
を
支
え
、か
つ
そ
れ
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
全
国
的
な
ヒ
ッ
ト
に
は
な
ら
な
か
っ
た
も
の

の
地
元
で
は
24
週
に
も
渡
っ
て
の
ロ
ン
グ
ラ
ン
と
な

る
な
ど
、こ
れ
ら
は
地
域
に
根
ざ
し
た
映
画
づ
く

り
と
、そ
れ
を
き
っ
か
け
に
し
た
ひ
と
づ
く
り
や
ま

ち
づ
く
り
の
成
功
例
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

関
わ
っ
た
市
民
ら
は
、地
域
で
多
く
の
人
た
ち
と

出
会
い
、
共
に
地
元
を
見
つ
め
直
す
こ
と
で
、
地
域

へ
の
愛
着
や
誇
り
を
育
ん
で
い
っ
た
よ
う
で
す
。そ

し
て
、様
々
な
部
会
活
動
が
展
開
さ
れ
、現
在
も
継

続
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
例
え
ば
、
新
し
い
観
光

ル
ー
ト
が
生
み
出
さ
れ
た
り
、そ
の
マ
ッ
プ
が
作
ら

れ
た
り
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
地
域
情
報
の
発

信
が
な
さ
れ
た
り
な
ど
、
市
民
の
主
体
的
な
参
加

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
が
熱
心
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
、全
国
各
地
で
の
撮
影
受
入
れ
や
ロ
ケ

の
活
用
に
つ
い
て
の
事
例
を
交
え
な
が
ら
の
講
演

は
、
学
ぶ
と
こ
ろ
が
多
く
、
大
い
に
参
考
に
な
り
ま

し
た
。

　

続
く
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
映
画
製
作

の
立
場
か
ら
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
佐
藤
紳
司
氏
、
県
の

観
光
振
興
を
担
う
立
場
か
ら
茨
城
県
商
工
労
働
部
観

光
物
産
課
長
の
鈴
木
章
一
郎
氏
。
ま
た
、
地
元
か
ら
は

市
民
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
立
場
か
ら

Ｎ
Ｐ
Ｏ
茨
城
の
暮
ら
し
と
景
観
を
考
え
る
会
代
表
理

事
の
三
上
靖
彦
氏
、
映
画
づ
く
り
に
強
い
関
心
を
持
つ

支
援
の
会
事
務
局
の
谷
田
部
智
章
次
長
が
パ
ネ
リ
ス

ト
と
し
て
登
壇
し
ま
し
た
。

　

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
映
画
づ
く
り
や
、
そ
れ
に

伴
う
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
の
今
後
の
課
題
が
浮
き
彫

り
に
な
り
、
そ
の
具
体
的
な
解
決
策
に
つ
い
て
も
議
論

さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
各
地
で
地
域
に
密
着
し
た
映
画
づ
く
り
を
経

験
さ
れ
て
い
る
佐
藤
氏
は
、「
映
画
化
の
支
援
は
、地
元

の
プ
ロ
野
球
球
団
を
応
援
す
る
よ
う
な
気
持
ち
で
」と

話
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
の
人
々
の
地
元
を
愛
す
る
思
い

が
チ
ー
ム
を
育
て
る
よ
う
に
、『
桜
田
門
外
ノ
変
』の
映

画
化
支
援
の
活
動
も
、多
く
の
県
民
の
皆
様
に
支
え
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
ご
参
加
い
た
だ
い
た
方
か
ら
、
ご
質
問
や

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。特
に「
映
画
化
に
際
し
、

も
う
一
度
観
た
く
な
る
、み
ん
な
に
勧
め
た
く
な
る
よ

う
な
、感
動
で
き
る
作
品
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
」と
い

う
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、ス
タ
ッ
フ
一
同
大
変
励
み
に
な

り
ま
し
た
。

　

一
五
〇
人
以
上
の
方
々

に
ご
来
場
い
た
だ
き
、盛

況
の
う
ち
に
キ
ッ
ク
オ
フ
・

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
成
果

と
皆
様
か
ら
の
エ
ー
ル
を
、

私
た
ち
の
今
後
の
活
動
に

し
っ
か
り
と
活
か
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

茨
城
県
三
の
丸
庁
舎（
旧
県
庁
）の
県
立
図

書
館
側
地
階
に
、
私
た
ち
水
戸
藩
開
藩
四
百

年
記
念 

『
桜
田
門
外
ノ
変
』映
画
化
支
援
の

会
の
事
務
局
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
務
局
の
内
部
は
、
事
務
ス
ペ
ー
ス
、
会
議

ス
ペ
ー
ス
、展
示
ス
ペ
ー
ス
、ソ
フ
ァ
ー
と
な
っ

て
い
て
、
狭
い
な
が
ら
も
ひ
と
通
り
の
機
能

が
果
た
せ
る
活
動
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

事
務
局
で
は
、
各
イ
ベ
ン
ト
の
案
内
・
告
知

・
受
付
、ま
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。毎
週
土
曜
日
の
夜
に
は
、事

務
局
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
も
行
っ

て
い
ま
す
。映
画
化
が
具
体
化
し
始
め
る
と
、

こ
れ
ら
に
加
え
て
製
作
に
関
わ
る
様
々
な
お

手
伝
い
も
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

事
務
局
の
電
話
番
号
は
０
２
９―

３
０
３

―

０
３
１
０
。
局
番「
３
０
３
」は「
桜
田
門

外
の
変
」が
起
こ
っ
た
日
で
あ
る
3
月
3
日
か

ら
。
番
号「
０
３
１
０
」は「
水
戸
」の
語
呂
合

わ
せ
で
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
や
お

申
し
込
み
の
際
に
は
、
お
気
軽
に
事
務
局
に

お
立
ち
寄
り
、ま
た
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

な
お
、
週
末
の
日
中
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
な

ど
ス
タ
ッ
フ
が
不
在
の
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
の
折
は
、ど
う
か
ご
容
赦
願
い
ま
す
。

　

私
た
ち
支
援
の
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

【
m
itoppo.

jp】

　

ア
ド
レ
ス
の
ド
メ
イ
ン
は《
m
itoppo.

jp》

　

水
戸
っ
ぽ
・
ド
ッ
ト
・
ジ
ェ
イ
ピ
ー
。茨
城
県

　

人
の
気
質
を
表
す
と
も
言
わ
れ
る『
水
戸

　

っ
ぽ
』。
私
た
ち
は
、
映
画
づ
く
り
に
係
わ

　

る
活
動
を
通
じ
て
、「『
水
戸
っ
ぽ
』っ
て
粋

　

だ
ね
！
」と
言
わ
れ
た
い･･･

。
そ
ん
な
こ

　

と
も
私
た
ち
の
活
動
の
も
う
一
つ
の
目
標

　

で
す
。そ
ん
な
思
い
も
込
め
つ
つ
、わ
か
り

　

や
す
く
覚
え
や
す
い
ア
ド
レ
ス
に
し
ま
し

　

た
。

【
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
】

　

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、①
支
援
の
会
の
概

　

要
②
映
画
づ
く
り
に
つ
い
て
、③
イ
ベ
ン
ト

　

情
報
④
活
動
報
告
の
四
つ
へ
。
も
ち
ろ
ん

　

新
着
情
報
も
こ
ち
ら
で
す
。

【
①
支
援
の
会
に
つ
い
て
】

　

当
会
の
趣
旨
、
設
立
ま
で
の
経
緯
や
マ
ス

　

コ
ミ
報
道
、
推
進
し
た
い
事
業
や
そ
の
体
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制
、活
動
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、設
置
要
綱
、実
行

　

委
員
会
役
員
・
委
員
の
紹
介
、
具
体
的
な
活

　

動
内
容
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

【
②
映
画
づ
く
り
に
つ
い
て
】

　

映
画
化
に
向
か
っ
て
の
企
画
内
容
、
企
画
意

　

図
、物
語
の
登
場
人
物
や
ス
ト
ー
リ
ー
な
ど

　

を
紹
介
。今
後
映
画
づ
く
り
の
具
体
化
に
合

　

わ
せ
て
、新
し
い
情
報
を
ど
ん
ど
ん
掲
載
し

　

て
い
く
予
定
で
す
。

【
③
企
画
・
イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内
】

　

当
会
が
主
催
す
る
講
演
会
や
イ
ベ
ン
ト
を
ご

　

案
内
し
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
や
、
参
加

　

申
込
み
方
法
に
つ
い
て
も
ご
案
内
し
て
い
ま

　

す
。

【
④
活
動
の
報
告
】

　

開
催
し
た
講
演
会
や
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
の

　

レ
ポ
ー
ト
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
情
報
は
、
常
に
新
鮮
さ
を

　

維
持
す
る
よ
う
毎
日
更
新
し
て
い
ま
す
。ど

　

う
ぞ《
m
itoppo.

jp》へ
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ

　

さ
い
。
そ
し
て
、《
m
itoppo.

jp》を
じ
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

じ
ゃ
ん
活
用
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
m
itoppo.

jp》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
大
い
に
育
て
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

く
だ
さ
い
。

　

慣
れ
な
い
ス
タ

ッ
フ
に
よ
る
手
作

り
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
た
め
、
見
づ

ら
い
箇
所
が
あ
ろ

う
か
と
思
わ
れ

ま
す
。
お
気
づ
き

の
点
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、
事
務
局

ま
で
ご
一
報
願
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
月
21
日（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
常
陸
太
田
市
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
、
永
井
博
氏（
茨

　
　
　
　
　
　
　
　
　

城
県
立
歴
史
館
首

　
　
　
　
　
　
　
　
　

席
研
究
員
、茨
城
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　

方
史
研
究
会
監
事
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
よ
る「
水
戸
藩
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

成
立
〜
徳
川
頼
房

　
　
　
　
　
　
　
　
　

就
封
４
０
０
年
を

前
に
〜
」の
講
演
会
が
、
続
い
て
９
月
27
日（

土
）に
は
、
水
戸
市
男
女
文
化
セ
ン
タ
ー
び

よ
ん
ど
で
、
久
野
勝
弥
氏（
水
戸
史
学
会
副

会
長
、元
県
立
学
校
長
）に
よ
る「
大
日
本
史

編
纂
と
水
戸
藩
」の
講
演
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。

　

両
講
演
会
と
も
、熱
心
な
受
講
者
で
賑
わ

い
、活
発
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
る
な
ど
受

講
者
の
意
識
の
高
さ
が
う
か
が
わ
れ
ま
し

た
。

　

10
月
か
ら
は
茨
城
生
物
の
会
の
先
生
方
に

よ
る
自
然
探
訪
や
自
然
誌
講
演
会
の
シ
リ

ー
ズ
、
食
文
化
シ
リ
ー
ズ
が
始
ま
り
ま
す
。

さ
ら
に
、原
作
を
読
ん
で
映
画
づ
く
り
に
参

加
す
る
イ
ベ
ン
ト
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
続
々
と

開
催
さ
れ
る
講
座

ほ
か
イ
ベ
ン
ト
の

お
知
ら
せ
や
概
要

は
、随
時
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
企
画
や
運

営
を
一
緒
に
し
て
い
た
だ

け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
、

ど
な
た
様
も
大
歓
迎
で

す
。私
た
ち
と
ワ
イ
ワ
イ

ガ
ヤ
ガ
ヤ
と
楽
し
く
活

動
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

ご
訪
問
、ご
連
絡
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。



　

水
戸
藩
九
代
藩
主
の
徳
川
斉
昭
公
が
、天
保
４

年（
18
3
3
年
）に
選
定
し
た『
水
戸
八
景
』。
そ
の

ね
ら
い
は
、
藩
内
の
子
弟
に
八
景
巡
り
を
勧
め
、

自
然
観
賞
と
心
身
の
鍛
錬
を
図
る
こ
と
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
支
援
の
会
で
は
、
そ
の
八
景
を
自

転
車
で
巡
る
企
画
を
設
け
ま
し
た
。

　

斉
昭
公
の
筆
に
よ
る
八
景
の
石
碑
を
訪
ね
、そ

の
歴
史
的
背
景
な
ど
に
も
ふ
れ
な
が
ら
、茨
城
の

秋
を
体
感
す
る
と
い
う
初
の
こ
こ
ろ
み
で
す
。
当

日
は
茨
城
県
サ
イ
ク
リ
ン
グ
協
会
の
ご
支
援
で
、

協
会
の
方
々
の
リ
ー
ド
で
完
走
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

お
よ
そ
１
０
０
キ
ロ
の
ツ
ー
リ
ン
グ
に
、
70
代

の
お
元
気
な
シ
ニ
ア
の
方
も
挑
戦
さ
れ
ま
す
。

【
日
時
】10
月
18
日（
土
）

　

午
前
７
時
県
庁
集
合
、
８
時
出
発
、
水
戸
八
景

　

巡
回
、午
後
５
時
頃
ま
で
に
県
庁
到
着
予
定

【
コ
ー
ス
】

　

茨
城
県
庁
出
発
〜

　

①
仙
湖
暮
雪(

水
戸
市
常
磐
町)

〜

　

②
青
柳
夜
雨(

水
戸
市
青
柳
町)

〜

　

③
山
寺
晩
鐘(

常
陸
太
田
市
稲
木)

〜

　

④
太
田
落
雁(

常
陸
太
田
市
栄
町)

〜

　

⑤
村
松
晴
嵐(

東
海
村
村
松)

〜

　

⑥
水
門
帰
帆(

ひ
た
ち
な
か
市
和
田
町)

〜

　

⑦
巌
船
夕
照(

大
洗
町
祝
町)

〜

　

⑧
広
浦
秋
月(

茨
城
町
下
石
崎)

〜

　

茨
城
県
庁
ゴ
ー
ル

　
（※

体
力
に
応
じ
て
班
分
け
を
し
ま
す
）

【
参
加
料
】

　

お
一
人
＝
千
円（
昼

　

食
弁
当
代
、飲
物
代
、

　

保
険
代
等
）

【
申
し
込
み
】

　

10
月
10
日(

金)

ま
で

　

に
、支
援
の
会
事
務

　

局
へ
電
話
・
FAX・
メ

　

ー
ル
に
て
。

『
桜
田
門
外
ノ
変
』の
原
作
を
読
ん

で
映
画
づ
く
り
に
参
加
し
よ
う
！

　
　

映
画
製
作
の
支
援
活
動
の
一
環
と
し
て
、映
画

　

づ
く
り
が
本
格
的
に
動
き
出
す
前
に
、原
作『
桜

　

田
門
外
ノ
変
』に
関
す
る
各
種
コ
ン
ク
ー
ル
を
行

　

っ
て
い
ま
す
。応
募
者
全
員
に『
桜
田
門
外
ノ
変
』

　

に
ち
な
ん
だ
記
念
品
を
進
呈
し
ま
す
。

　
　

ふ
る
っ
て
ご
応
募
下
さ
い
。

1
．『
桜
田
門
外
ノ
変
』原
作
読
書
感
想
文
コ
ン

ク
ー
ル

【
募
集
内
容
】吉
村
昭
原
作『
桜
田
門
外
ノ
変
』（
新

  

潮
文
庫
）の
感
想
及
び
映
画
化
に
対
す
る
期
待
を

  

原
稿
用
紙（
4
0
0
字
詰
）２
〜
３
枚
で
。

【
賞
】優
秀
作
品
を
表
彰
す
る
と
と
も
に（
副
賞
有
）

  

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
掲
載
。

2
．ロ
ケ
地
推
薦
コ
ン
ク
ー
ル

「 

『
桜
田
門
外
ノ
変
』〜
原
作
を
読
ん
で
勝
手

に
ロ
ケ
ハ
ン
！
コ
ン
テ
ス
ト
」

【
募
集
内
容
】原
作
を
読
ん
で
、場
面
に
応
じ
た
ロ

  

ケ
地
に
相
応
し
い
場
所（
県
内
）を
推
薦
し
て
下

  

さ
い
。（
ロ
ケ
地
の
名
称
・
地
名
、所
在
地
、所
有
・

  

管
理
者
、連
絡
先
、ど
の
シ
ー
ン
で
用
い
た
い
か

  

推
薦
す
る
理
由
を
記
載
。写
真
は
必
須
）

【
賞
】優
れ
た
ロ
ケ
ハ
ン
を
表
彰（
副
賞
有
）、ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
等
に
掲
載
、映
画
製
作
委
員
会
に
推
薦
。

3
．俳
優
推
薦
コ
ン
ク
ー
ル

「『
桜
田
門
外
ノ
変
』〜
原
作
を
読
ん
で
勝
手
に

キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
！
コ
ン
テ
ス
ト
」

【
募
集
内
容
】原
作
を
読
ん
で
、登
場
人
物
に
相
応

　

し
い
俳
優
。女
優
を
推
薦
し
て
下
さ
い
。

  

（
俳
優
や
女
優
の
名
前
と
役
柄
、推
薦
す
る
理
由

  

（
複
数
推
薦
可
）を
記
載
）

【
賞
】優
れ
た
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
表
彰（
副
賞
有
）、

  

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
掲
載
、映
画
製
作
委
員
会

  

に
推
薦
。

【
上
記
３
コ
ン
ク
ー
ル
の
募
集
期
間
】9
月
22
日

  

（
月
）〜
11
月
22
日（
土
）

4
．こ
の
場
面
で
こ
れ
使
っ
て
！
コ
ン
ク
ー
ル

　

第
１
〜
５
弾

「
映
画『
桜
田
門
外
ノ
変
』に
、
あ
な
た
の
家
の

ご
自
慢
の
品
を
登
場
さ
せ
て
み
ま
せ
ん
か
！
」

　

映
画
製
作
へ
の
支
援
の
一
環
と
し
て
、『
桜
田
門

外
ノ
変
』の
様
々
な
場
面
・
シ
ー
ン
に
応
じ
た
小
道

具
を
推
薦
す
る
コ
ン
ク
ー
ル
で
す
。ご
自
分
や
ご
家

族
の
思
い
出
の
道
具
や
、と
っ
て
お
き
の
お
宝
な
ど

こ
だ
わ
り
の
品
が『
桜
田
門
外
ノ
変
』の
映
画
に
登

場
す
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

【
募
集
期
間
】10
月
13
日（
月
）〜
11
月
30
日（
日
）

そ
の
１　
『
桜
田
門
外
ノ
変
』　

〜
こ
の
場
面
で

「
こ
の
盆
栽
」を
！

　

武
家
や
商
家
の
屋
敷
内
の
座
敷
や
客
間
の
床
の

　

間
に
、自
慢
の
盆
栽
を
置
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

そ
の
２　
『
桜
田
門
外
ノ
変
』　

〜
こ
の
場
面
で

「
こ
の
ぐ
い
呑
み
」を
！

　

藩
士
や
浪
士
た
ち
が
酌
み
交
わ
す
シ
ー
ン
に
ふ

　

さ
わ
し
い「
ぐ
い
呑
み
」（
合
わ
せ
て
徳
利
も
可
）

　

を
推
薦
し
て
下
さ
い
。

そ
の
３　
『
桜
田
門
外
ノ
変
』　

〜
こ
の
場
面
で

「
こ
の
掛
軸
」を
！

　

茶
屋
や
料
亭
、身
分
の
高
い
武
家
の
屋
敷
の
シ
ー

　

ン
で
、
座
敷
や
茶
室
な
ど
に
掲
げ
ら
れ
る「
掛
軸

　

を
推
薦
し
て
下
さ
い
。

そ
の
４　
『
桜
田
門
外
ノ
変
』　

〜
こ
の
場
面
で

「
こ
の
一
輪
挿
」を
！

　

武
家
の
屋
敷
、
茶
屋
や
料
亭
や
商
家
な
ど
の
シ

　

ー
ン
で
、
座
敷
や
茶
室
な
ど
に
飾
ら
れ
る「
一
輪

　

挿
」を
推
薦
し
て
下
さ
い
。

そ
の
５　
『
桜
田
門
外
ノ
変
』　

〜
こ
の
場
面
で

「
こ
の
小
道
具
」を
！　

　

そ
れ
ぞ
れ
の
シ
ー
ン
を
い
っ
そ
う
効
果
的
に
表

　

現
す
る「
小
道
具（
そ
の
他
な
ん
で
も
）」を
推
薦

　

し
て
下
さ
い
。

５
．映
画『
桜
田
門
外
ノ
変
』関
連
情
報
大
募
集
！

　
「
桜
田
門
外
の
変
」の
み
な
ら
ず
、
幕
末
の
水
戸

　

藩
な
ど
に
関
連
す
る
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
募
集

　

し
て
い
ま
す
。寄
せ
ら
れ
た
と
っ
て
お
き
の
情
報

　

や
話
題
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
き
ま

　

す
。常
時
募
集
中
！
！

映
画
の
原
作『
桜
田
門
外
ノ
変
』は

ど
ん
な
作
品
な
の
か
！
？

シ
ナ
リ
オ
・ハ
ン
テ
ィ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
　
　

が
行
わ
れ
ま
し
た

　

こ
の
映
画
は
、『
桜
田
門
外
ノ
変
』の
映
画
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
の
お
一
人
で
、
キ
ッ
ク
オ
フ
・
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
パ
ネ
リ
ス
ト
を
お
願
い
し
た
佐
藤
紳
司

さ
ん
が
手
が
け
ら
れ
た
作
品
で
、当
支
援
の
会
で

も
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

―
―
―

三
本
木
農
業
高
校
の
馬
術
部
に
所
属

す
る
女
子
高
生
、
菊
池
香
苗
。
彼
女
が
世
話
を
す

る
の
は
視
力
を
失
い
か
け
た
タ
カ
ラ
コ
ス
モ
ス（

通
称
コ
ス
モ
）。猜
疑
心
が
強
く
、な
か
な
か
懐
こ

う
と
し
な
い
コ
ス
モ
に
手
を
焼
き
な
が
ら
も
献
身

的
に
世
話
を
続
け
る
香
苗
。や
が
て
コ
ス
モ
は
香

苗
の
愛
に
応
え
る
よ
う
に
心
を
開
き
、ふ
た
り
は

強
い
絆
で
結
ば
れ
て
い
く―

―
―

（
映
画
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）

　

監
督
は『
半
落
ち
』『
チ
ル
ソ
ク
の
夏
』『
出
口
の

な
い
海
』『
夕
凪
の
街　

桜
の
国
』で
数
々
の
感
動

作
を
世
に
送
り
出
し
て
き
た
佐
々
部
清
さ
ん
。

　

主
演
は
、
新
鋭
・
長
渕
文
音
。
長
渕
剛
さ
ん
と

志
穂
美
悦
子
さ
ん
の
長
女
と
し
て
注
目
を
浴
び

て
い
ま
す
。
猛
練
習
を
重
ね
、
乗
馬
シ
ー
ン
を
全

て
本
人
が
こ
な
す
な
ど
、骨
太
な
演
技
も
注
目
で

す
。

　

茨
城
県
内
で
は
、
Ｔ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
シ
ネ
マ
ズ
ひ
た
ち

な
か
で
上
映
中
で
す
。こ
の
秋
、
ど
う
ぞ
感
動
の

涙
を
流
し
て
く
だ
さ
い
。

10
月
4
日
よ
り
上
映
中
、

映
画『
三
本
木
農
業
高
校
、
馬
術
部

　
　
　

〜
盲
目
の
馬
と
少
女
の
実
話
〜
』

水
戸
八
景
ツ
ー
リ
ン
グ

　
　
　

〜
斉
昭
公
の
思
い
を
風
に
〜

　

設
立
総
会
を
控
え
た
８
月
５
日
〜
６
日
に
か
け

て
、映
画
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
佐
藤
紳
司
氏
と
若
松

徹
氏
、脚
本
家
の
江
良
至
氏
一
行
に
よ
る
シ
ナ
リ
オ

・ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
に
、
事
務
局
も
同
行
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
【
初
日
は
、常
陸
太
田
、高
萩
、大
子
】

　

水
戸
駅
で
の
待
ち
合
わ
せ
後
、
常
陸
太
田
市
の

西
山
荘
へ
。
遠
く
光
圀
公
へ
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
見

学
し
ま
し
た
。
江
良
氏
が
、
珍
し
い
色
の
カ
ナ
ヘ
ビ

に
強
い
関
心
を
示
さ
れ
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し

た
。

　

続
い
て
、高
萩
市
内
の「
水

戸
徳
川
家
の
隠
れ
家
」と
で

も
呼
ぶ
べ
き
別
荘
地
へ
。山

路
を
登
り
、ど
の
観
光
パ
ン

フ
に
も
紹
介
さ
れ
て
い
な
い

秘
密
の
場
所
と
建
物
に
、皆

さ
ん
は
大
い
に
感
激
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、原
作『
桜
田
門
外
ノ
変
』の
主
人
公
、関

鉄
之
介
が
逃
亡
中
に
滞
在
し
た
大
子
町
へ
。町
役
場

で
、田
中
雄
章
副
町
長
、鈴
木
透
観
光
商
工
課
課
長

補
佐
、郷
土
史
家
の
小
澤
圀
彦
さ
ん（
前
大
子
町
教

育
委
員
会
教
育
長
）ら
と
、簡
単
な
打
ち
合
わ
せ
を

し
た
の
ち
、町
内
の
ゆ
か
り
の
地
を
回
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

袋
田
温
泉
思
い
出
浪
漫

　
　
　
　
　
　
　
　
　

館
前
の
道
路
沿
い
に
あ
る「

　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
鉄
之
介
の
歌
碑
」。逃
亡

　
　
　
　
　
　
　
　
　

生
活
中
に
潜
伏
先
で
詠
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　

だ
と
い
わ
れ
る
歌
が
刻
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　

れ
て
い
ま
す
。背
面
は
、維

　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
烈
士
の
顕
彰
に
尽
力
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
幕
末
と
明
治
の
博
物
館
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
建
設
に
も
寄
与
し
た
土

佐
藩
出
身
の
田
中
光
顕
翁（
伯
爵
）の
鉄
之
介
へ
の

深
い
思
い
が
碑
文
と
な
っ
て
い
て
、
江
良
氏
は
こ
れ

を
熱
心
に
読
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

次
に
そ
こ
か
ら
ほ
ど
な
い
所
の
、鉄
之
介
が
た
び

た
び
行
き
来
し
た
桜
岡
家
を
訪
問
。
彼
が
作
っ
た

と
い
う
笛
と
、
使
用
し
て
い
た
硯
を
拝
見
し
ま
し

た
。

　

続
い
て
袋
田
の
滝
を
観
賞
し
た
の
ち
、
鉄
之
介

が
身
を
潜
め
た
と
い
う
大
沢
穴
観
音
へ
。こ
こ
は
雑

木
や
野
草
が
鬱
蒼
と
し
て
い
て
、今
で
も
誰
か
が
隠

れ
て
い
そ
う
な
雰
囲
気
で
す
。プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の

お
二
人
は
興
味
深
く
見
入
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

生
瀬
の
地
獄
沢
を
見
学
後
、
ホ
テ
ル
へ
。
夜
半
に

は
、
東
京
か
ら
岡
田
裕
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
も
到
着
。

映
画
化
に
向
け
て
の
当
会
の
思
い
や
、製
作
サ
イ
ド

の
映
画
界
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し

た
。

【
二
日
目
は
水
戸
】

　

翌
日
、水
戸
へ
向
か
う

途
中
、桜
田
烈
士
の
一
人

で
あ
る
斎
藤
監
物
ゆ
か

り
の
静
神
社（
那
珂
市
）

へ
。神
社
か
ら
４
０
０
Ｍ

ほ
ど
南
の
墓
地
も
訪
ね

ま
し
た
。

　

水
戸
に
入
っ
て
ま
ず
、

志
士
た
ち
を
祀
る
回
天

神
社
を
参
拝
、回
天
館
の
見
学
後
、常
磐
共
有
墓
地

へ
。鉄
之
介
は
じ
め
多
数
の
烈
士
た
ち
の
眠
る
お
墓

を
お
参
り
し
ま
し
た
。

　

続
く
偕
楽
園
で
は
、表
門
か
ら
入
り
、中
門
を
抜

け
て
好
文
亭
へ
。園
を
開
い
た
斉
昭
公
の
思
い
を
感

じ
な
が
ら
拝
観
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
訪
れ
た
弘
道
館
で
は
、
正
庁
の
真
正
面

に
掲
げ
ら
れ
て
い
る『
尊
攘
』の
大
額
が
、真
っ
先
に

目
に
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。
初
め
て
の
訪
問
の

映
画
関
係
者
の
皆
さ
ん
は
、す
っ
か
り
圧
倒
さ
れ
て

お
ら
れ
ま
し
た
。

　

同
行
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
事
務
局

の
私
た
ち
に
と
っ

て
も
、初
め
て
見

る
郷
土
茨
城
の
一

面
と
改
め
て
見
つ

め
直
す
と
こ
ろ
の

ど
ち
ら
も
多
か
っ

た
、貴
重
な
二
日

間
で
し
た
。

　

あ
ら
た
め
て
、私
た
ち
が
映
画
化
を
支
援
し
て

い
る
原
作『
桜
田
門
外
ノ
変
』（
新
潮
文
庫
）に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

物
語
の
主
人
公
は
、水
戸
藩
の
下
級
武
士
と
し

て
生
ま
れ
た
関
鉄
之
介
。
黒
船
来
航
、
将
軍
継
嗣

問
題
、
日
米
修
好
通
商
条
約
、
戊
午
の
密
勅
、
安

政
の
大
獄…

。揺
れ
動
く
時
代
の
波
を
受
け
な
が

ら
、
国
を
憂
い
、
国
を
想
う
水
戸
藩
士
た
ち
。
次

々
と
難
題
が
押
し
寄
せ
る
中
、水
戸
学
を
源
に
し

た
尊
王
攘
夷
思
想
は
、つ
い
に
時
の
大
老
・
井
伊
直

弼
の
斬
奸
に
い
た
り
ま
す
。
事
変
後
、
鉄
之
介
ら

生
き
延
び
た
者
た
ち
は
京
へ
向
か
い
、
薩
摩
藩
と

と
も
に
朝
廷
を
守
護
す
る
は
ず
で
し
た
が
、計
画

は
頓
挫
し
ま
す
。仲
間
た
ち
は
次
々
と
捕
え
ら
れ

鉄
之
介
自
身
も
追
わ
れ
る
身
と
な
り
、逃
亡
生
活

を
続
け
て
い
き
ま
す
。
以
上
が
小
説
の
あ
ら
す
じ

で
す
。

　

小
説『
桜
田
門
外
ノ
変
』は
、吉
村
昭
氏
が
昭
和

の
終
わ
り
か
ら
平
成
元
年
8
月
に
か
け
て
、茨
城

新
聞
を
は
じ
め
と
す
る
地
方
新
聞
各
紙
に
連
載

さ
れ
た
小
説
に
加
筆
改
稿
し
、平
成
2
年
に
出
版

さ
れ
た
も
の
で
す
。
全
編
五
一
二
ペ
ー
ジ
に
わ
た

る
こ
の
長
編
力
作
の
原
稿
の
全
て
が
、
茨
城
新
聞

社
に
寄
贈
さ
れ
、現
在
は
茨
城
県
立
図
書
館
が
所

蔵
し
て
い
ま
す
。

　

吉
村
氏
は
、「
桜
田
門
外
の
変
」に
興
味
を
持
ち
、

「
こ
の
事
件
を
解
明
す
る
に
は
襲
っ
た
側
か
ら
描

く
以
外
に
な
い
」（
原
作
あ
と
が
き
よ
り
）と
考
え

ま
し
た
。
主
人
公
を
関
鉄
之
介
に
し
た
の
は
、
鉄

之
介
の
遺
し
た
日
記
が
多
数
あ
っ
た
の
と
、
物
語

を
進
め
て
い
く
上
で
、「
事
件
す
べ
て
に
か
か
わ
っ

た
彼
の
視
点
で
描
く
こ
と
が
正
し
い
」（
前
出
同
）

と
思
っ
た
か
ら
と
の
こ
と
で
す
。

　

吉
村
氏
は
史
実
を
丁
寧
に
調
査
・
研
究
し
、
現

地
に
直
接
足
を
運
ん
で
取
材
し
て
、
徹
底
的
に
調

べ
た
そ
う
で
す
。
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
た
確
か
な
内

容
を
元
に
、「
小
説
」と
し
て
緻
密
な
構
成
で
書
き

上
げ
る
氏
の
パ
ワ
ー
。読
者
は
、そ
れ
に
よ
っ
て
完

成
さ
れ
た
作
品
に
引
き
込
ま
れ
、一
気
に
読
み
上

げ
て
し
ま
い
ま
す
。

※

事
務
局
に
若
干
の
前
売
り
券（
大
人
千
三
百

　

円
）が
あ
り
ま
す
。

　

氏
が
取
材
を
進
め
て
い
く
中
で
、
そ
れ
ま
で
の

定
説
が
間
違
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
い
く
つ
か

あ
っ
た
よ
う
で
す
。そ
の
内
容
は
、小
説
の
中
で
は

き
ち
ん
と
描
か
れ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
襲
撃

の
日
に
雪
が
降
っ
て
い
た
の
は
有
名
で
す
が
、
そ

の
雪
が
や
ん
だ
時
刻
や
、
鉄
之
介
が
逃
亡
の
果
て

に
捕
縛
さ
れ
た
場
所
な
ど
で
す
。

　

原
作
を
読
む
こ
と
で
、「
桜
田
門
外
の
変
」と
い

う
史
実
を
よ
り
深
く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。そ

し
て
、
幕
末
と
呼
ば
れ
る
時
代
に
、
水
戸
藩
の
藩

士
は
じ
め
領
民
た
ち
、郷
土
の
先
人
が
ど
の
よ
う

な
思
い
で
、ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
た
の
か
、日

本
史
の
授
業
だ
け
で
は
決
し
て
知
る
こ
と
の
で
き

な
い
事
実
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
小
説『
桜
田
門
外
ノ
変
』で
は
、な
ぜ　

「
ノ
」は
カ
タ
カ
ナ
な
の
で
し
ょ
う
か
？　
『
史
実

を
歩
く
』（
吉
村
昭
／
文
春
文
庫
）に
よ
り
ま
す
と

当
時
の
記
録
に
は
カ
タ
カ
ナ
を
使
用
し
て
い
る
も

の
が
多
か
っ
た
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

　

あ
の
動
乱
の
時
代
。そ
れ
ぞ
れ
が
真
剣
に
日
本

の
行
く
末
を
考
え
、
純
粋
に
行
動
し
、
駆
け
抜
け

て
い
っ
た
志
士
達
。さ
ら
に
、物
語
に
登
場
す
る
様

々
な
立
場
や
役
割
を
も
っ
た
先
人
た
ち
。
そ
の
よ

う
な
す
べ
て
の
人
々
の
想
い
を
、私
た
ち
は
し
っ
か

り
と
胸
に
刻
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

水
戸
藩
開
藩
四
百
年
の
記
念
の
節
目
に
あ
た

り
、『
桜
田
門
外
ノ
変
』映
画
化
支
援
の
会
の
私
た

ち
は
、こ
れ
か
ら
の
活
動
を
、
明
日
の
郷
土
茨
城

を
共
に
創
造
し
て
い
く
た
め
の
ひ
と
づ
く
り
、
ま

ち
づ
く
り
の
大
き
な
う
ね
り
と
し
て
、よ
り
多
く

の
県
民
の
皆
様
と
、
ご
一
緒
に
継
続
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
原
作
】

『
桜
田
門
外
ノ
変
』

著
者　

吉
村
昭

（
新
潮
文
庫
）

　

上　

５
４
０
円

　

下　

５
８
０
円

」

、


